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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・行動観察メモ、下半期人事考課表の作成をして、出来次第、菅原AOMへ添付ファイルで送信するか、来週からの予定の面談日までには提出すること。
・新年度の看護グループ事業、プログラム、行事、利用者の担当を決定した為パソコン上の担当表を各自で確認するように。

・平成31年度の労働協定等の職員代表として推薦された方の信任投票を下記の日程で行う。

　詳細については各施設の告示をご確認し、必ず投票するように。
　投票者：管理者以外の正職員

　投票期間：平成31年4月24日(水)～4月25日(木)

　時間：8：00～17：00　
・職員旅行の日程が決まった為掲示板を確認の事。

・先週末に病棟や老人保健施設で事故が続いている為、十分注意して業務を行いましょう。
＜各種締切＞
・4月の月報は5月5日まで作成するように。
＜研修・勉強会＞
・八戸精神科医会講演会への参加について

内容：認知症ケースの食事治療と精神症状（不眠・うつならびにせん妄などへの現場対応）
日時：5/16（木）18：45～20：30

場所：パークホテル3F

臨床現場に則した内容となっているようなので、現場職員の多数の参加を募ります。
各管理者は、参加スタッフの取り纏めを行い、5/6（月）までに報告して下さい。
＜利用者様情報＞

デイケア

・夏堀　麗紗様～デイケア見学実施。見学開始時、スタッフが挨拶すると一瞬笑顔を見せており、「緊張しています」と小声で話している。説明の理解は良く、利用料の質問があり、体験利用中の料金は掛からない事と自立支援医療費について説明している。デイケア利用の目的については、人と上手く話せるようになりたいと返答している。座学プログラム中は、ホワイトボードを見つつも、周囲を見渡したり、自身の髪や服を触っており、緊張している様子が窺える。次回は4/29（月）14時から体験利用予定であり、今後も体験利用を重ねて正式利用に繋げていく。
・中村　豊様～　体験利用実施。デイケア時間前に来所している。下駄箱やロッカー、鍵については問題なく使用出来ている。来所後すぐに、他利用者様を麻雀に誘っている。スタッフや他利用者様にプログラム前であることを伝えられると、1人で雀卓前に座り麻雀の準備を始めている。プログラム参加時には声掛けを要している。余暇時間では、特定利用者様と会話している様子が多く見受けられた。知人か問うと「前、病院が一緒だった」と話している。デイケアの正式利用について本人より希望あり。利用手順の説明をし、了承を得る。
・山本　真智子様～体験利用実施。家族様の送迎にて、デイケア時間前に来所している。来所後は、荷物をロッカーに置き荷物整理しても良いことを伝えるも、食堂や生活指導室を行き来しており落ち着きながない様子。プログラム中も荷物を持ち参加している。デイケアの正式利用希望については、後日決定すると本人、家族様より話あり。29日（月）に再度聴取する事とした。
・繫名　和恵様～来所時、声高に笑顔でスタッフに挨拶している。先日訴えていた頭部・腹部症状についても軽減されたとの事。だが、プログラムの時間になると「頭が痛い。頭の狭心症ってあるのかな。幻聴が夢に出てきてどうしたらいいのかわからないの」と表情硬く、頭を両手で押さえながらスタッフに話し掛けている。運動療法を休みたいと訴えあり、参加せず休息を取るよう促している。訴えを傾聴すると、落ち着いたのか徐々に表情が穏やかになっている。
・我満　奈津紀様～先日の医療券の件について、昨日生活保護担当者から連絡があったとの事。高橋内科に受診を変更したいと担当者に伝え、変更後は変更前病院への受診が出来ないことを話され、了承したとの事。胃痛に関しては、服薬を再開し軽減された様子。また、青明舎に作業所についての相談をしたと発言あり。今後、状況確認していく。
デイナイトケア
・馬渡　武光様～　青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、血圧測定時、顔をしかめているため理由を尋ねると、右肩、腰が痛いと話していたとのこと。少し前から痛みがあるとのことで、今後様子観察していくと申し送りがある。本日は、運動プログラムでは通常通り参加しており、歩行状態は普段と変わりはない。右肩の痛み、腰痛については、「大丈夫です」と話している。
・倉橋　生子様～　睡眠について、昨日一睡もできなかったことを話している。布団に入っていたのか尋ねると、水を飲んだり、洗面所に行ったり、起きていたと話している。睡眠がとれなくても、寝ているだけでも疲れが取れることを伝えると、「分かりました」と返答している。午後になると、静養室の利用の希望が聞かれ、理由について、足が重い、一睡もしていないと話すため、昼夜逆転とならないよう、日中は起きているよう伝えるが、「もう入院になっても良いので、寝かせて下さい」と静養室に入って行く。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供があり、今朝血圧が159/98ｍｍHgであったとのこと。不調の訴えは聞かれていなかったとのこと。本日は、左足が痛いと話しており、運動療法は、椅子に座って参加しており、上半身を動かしている。不調の訴えは聞かれていない。
・古舘　正行様～　青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、「ダメ、ダメ・・」と独語聞かれ、その後嗜好品の要求があり、時間まで待つよう伝えていたとのこと。プログラムには通常通り参加している。
・田中　一様～　　冴えない様子見られている為、睡眠時間について尋ねると、昨日は3時間半眠れたことを話している。体調については、「昨日は湿疹がでて、腹部、背中、腕まで膨疹みられたけれど、今日はひいたようです」と話している。座学のプログラムは、傾眠見られている。今後も体調と睡眠状況を確認していく。
ナイトケア
・下妻　康貴様～不調の訴えなく表情良くスタッフと交流しながら過ごしており、不調等の変化があった際にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると了承している。来月の中頃に友人と八甲田山のゲレンデに行く予定であることを笑顔で話している。プログラムでは映画観賞が始まると真剣な表情で映画を見ている。
＜外来患者様情報＞
・関　秀治様～著変なく経過。仕事もできている。特に困っていることはないとのこと。

帯状疱疹の治療中。良くなってきている。処方継続。
・中村　与一郎様～著変なし。大丈夫ですと。LP減量後も特に変化はない。今回でLPは一旦中止。
・駒木　洋士様～躁の再燃なく落ち着いている。診察時も穏やかに話す。食事や睡眠もとれているとのこと。眠るのが早いせいか朝早く目が覚めてしまう。21時には床につく。⇒就床時間を遅らせることと、ゾテピンを朝から夕へ変更。処方継続。
・古川 富藏様～調子は良いです、と。食事や睡眠はとれているとのこと。処方継続する。
・鈴木 真知子様～普通です、と。家に帰りたいといった願望は聞かれているが問題行動に至ることはない。そのほか不穏興奮なく穏やか。処方継続する。
・木村 義重様～まあまあです、と。特に体調は悪くないという。処方継続する。
・田名部 一樹様～著変なし。5月に入ったらB型の就労支援事業所の利用を検討しているという。精神面では落ち着いており精神病症状の再燃はない。処方継続する。
・番沢 政勝様～最近の様子としては特に変わりはなく経過している。夜間の睡眠はとれていて食事摂取も出来ている。デイケアは毎回出席出来ている。充実度については「まあ、人それぞれで、私の場合は勉強ですから、頑張ります」と話している。血糖値はやや高いが、栄養指導なども受けている。気分面では抑うつやいらいらもなく、鈍麻はあってもそれなりに落ちついている。
・二川目 健治様～本人様が来院拒否され、本日の受診はキャンセルとなっている。
